
東京都立保谷高等学校グランドデザイン 

【予想される社会の変化】 

 情報技術の高度化（IoT や AIの活用）が行われ，人口の減少や高齢化，価

値観の多様化が進む中で，SDGs の実現および Society5.0 に向けて様々な

課題に対応する人材育成が望まれている。 

【目指す学校】《スクールミッション》 

 知性高く、人間味豊かに、心身ともに健康な人を育成し、知・徳・体を

兼ね備えた人間性を高めます。継続的で地道な努力・忍耐力・突破力を重

視する「心」の教育を実践し、進路希望を実現するために一人一人の生き

る力を向上させます。 【生徒／学校の現状】 

素直で素朴な生徒が多く，特別活動（学校行事，委員会活動，部活動など）

に熱心に取り組む。進学志向が高まっており，卒業までに大きく学力を伸ば

す生徒も多いが，一方で主体的に取り組むことに課題も見られる。 

学校は自ら学びに向かう力を高めるための教科学習を推進し，生徒主体に

よる特別活動の活性化および多様な生徒に丁寧に対応する進路指導体制の充

実を図るよう努めている。 

 

【教育目標】 

 知性高く，人間味豊かに，心身ともに健康な人を育成する 

【目指すべき生徒の将来像】 

将来の日本や国際社会において主体的に貢献し，地域社会の中核として活躍するための資質をもつ人間 

高度な情報を管理する能力や，自他を尊重し多様な人々とコミュニケーションが取れる人間 

【育成すべき資質・能力】《グラデュエーションポリシー》 

「知性」を高める ～知を磨く～ 

「人間味」豊かにより善く生きる ～心を育てる～ 

「心身」ともに向上しようとする ～体を鍛える～ 

知識及び技能 

基礎学力 
基礎基本となる知識や概念を理解し定着させ，必要な技能（読み

書き計算，情報リテラシー等）を正しく習得し活用できる。 

情報読解力 
文章やグラフ，図表などから課題解決に必要な情報を取り出し，

正確に読み解ける。 

体力向上力 

健康保持力 

生涯にわたって様々な運動を行う技能および健康を保持するた

めの知識を正しく習得し活用できる。 

思考力,判断力，

表現力等 

情報活用力 
課題や目的に応じて情報を収集した上で，内容に応じた取捨選択

やその表現方法について適切に判断し活用できる。 

論理的思考力 
帰納的・演繹的・類推的な思考を組み合わせ，物事を体系的に整

理し矛盾や飛躍のない筋道を立てられる。 

発信力 
自らの思考等について文章化や図表化を適切に行い，わかりやす

く相手に伝えられる。 

学びに向かう力，

人間性等 

自己管理能力 
自らの課題を把握し目標を設定した上で，計画を立てて行動し自

己評価に基づき改善を図ることができる。 

主体的行動力 
身のまわりの現象等から課題を発見し，自らの意思や判断によっ

て課題解決へ向けて行動できる。 

調整力・協働力 
課題解決へ向けて様々な人の意見に耳を傾け，相手の立場を尊重

した上で適切に相互協力することができる。 

 

《カリキュラムポリシー》 

 ・よく学び，よく考え，善く行動する人を育成す

るために生徒主体の教育を行う。 

 ・心を育て，人間性を向上させるとともに，何事

にも全力で取り組む生徒を育成する。 

 ・生徒の高い進路希望を実現するために，学習指

導および進路指導を行う。 

 ・国際社会に対応し，多様な人々と意思疎通が図

れる生徒を育成する。 

 ・学習活動と特別活動（学校行事や部活動等）と

のバランスをとり，全ての教育活動を通じて豊

かな人間性を育む。 

保谷から始まる 

新たな未来 

Th
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知性 

人間味 

心身 

《アドミッションポリシー》 

保谷高校は、教育目標「知性高く、人間味豊かに、心身ともに健康な人を育成する」に基づき、生徒主体の教育活動を実践することで、知・徳・体を兼ね備

えた人間の育成に努めてきました。その結果、生徒の夢を実現させる高校として着実に歩んでおり、地域からの信頼は年々高まっています。そこで、次のよう

な生徒の入学を期待します。 

１ 大学進学をはじめ、自らの進路についてよく考え、主体的に学習に取り組む生徒 

２ 本校志望の意志が強く、学習と部活動や生徒会活動、委員会活動及び学校行事が両立でき、かつ、それらに積極的に取り組むことができる生徒 

３ 本校の教育目標と教育内容、伝統と校風をよく理解し、ルール・マナーをしっかりと守る心構えのある生徒 

【具体的な方策／特色ある教育活動】 

 ・授業時数を確保し，計画的な授業を行い基礎学力の向上を図る。 

 ・読書活動を推進し，ビブリオバトル等の言語活動を充実させ，素養及び理解力の向上を図る。 

・ＴＧＧの活用等，英語教育を推進し，国際化に対応した確かな語学力を身に付ける 

・体育の授業や特別活動（学校行事や部活動等）を通して，基本的な体力向上を図る。 

・教育活動全体を通して道徳教育を充実させ，道徳的な行動力，態度の育成を促進する。 

・近隣の小中学校および地域の行事等への積極的な協力を行い，地域との連携力を強化する。 

・キャリア教育の推進により，生徒に生き方・在り方について考えさせる。 

・計画的できめ細やかな進路指導を実践することで，一段高いレベルの進路希望の実現を図る。 



【育成すべき資質・能力に関するルーブリック】 

 Ａ（レベル３） Ｂ（レベル２） Ｃ（レベル１） 

知識及び技能 

基礎学力 

基礎基本となる知識や概念を深く理解し，

習得したリテラシーを駆使して幅広い分野

に活用できる。 

基本的な知識および概念を理解した上で，

必要な技能を習得している。 

義務教育学校段階までの知識や概念および

技能を習得し活用できる。 

情報読解力 

文章やグラフ，図表などから必要な情報を

多角的かつ過不足なく取り出し，正確に読

み解き理解できる。 

課題解決に必要な情報を様々な文章やグラ

フ，図表などから多角的に幅広く取り出せ

る。 

課題解決に必要最小限な情報を文章やグラ

フ，図表などから取り出すことができる 

体力向上力 

健康保持力 

健康を維持するための知識を日常生活で活

用し，スポーツ等を通して主体的かつ生涯

にわたり計画的な体づくりを行える。 

健康に関する知識を理解した上で，スポー

ツに等に主体的に取り組み，運動技能の向

上および体力向上を図ることができる。 

多様なスポーツを経験し，運動する楽しさ

や喜びを体感できる。健康に関する基本的

な知識や概念を理解できる。 

思考力,判断力，

表現力等 

情報活用力 

課題や目的に応じて幅広く収集した情報を

取捨選択し，その内容を適切な表現方法を

用いて活用できる。 

課題や目的に応じて様々な情報を収集し，

その内容について表現方法を工夫し活用で

きる。 

課題や目的に応じて情報を収集し，その内

容を加工することなく活用している。 

論理的思考力 

課題解決に向けて帰納的・演繹的・類推的

な思考を組み合わせ，物事を体系的に整理

し矛盾や飛躍のない筋道を立てられる。 

物事全体を整理した上で一般的な事実を組

み合わせて課題解決に必要な結論を導くこ

とができる。 

個々の事象から物事全体を整理することが

できる。 

発信力 

自らの思考等について文章化や図表化を適

切に行い，聞き手の立場に立って工夫した

上でわかりやすく伝えられる。 

集めた情報や考えたことについて文章化や

図表化を行い，多角的に伝えられる。 

集めた情報や考えたことを単一の表現方法

を用いて伝えられる。 

学びに向かう力，

人間性等 

自己管理能力 

日常的に自らの課題を把握し目標を設定し

た上で，主体的に計画を立てて行動し，そ

の結果を自己評価に基づき改善できる。 

自らの課題を把握した上で，課題解決に向

けた計画を立てて行動し，その結果につい

て振り返ることができる。 

支援を受けながら，自らの課題に気づき，

改善するための計画を立てられる。 

主体的行動力 

課題解決をして行動をする中で，新たな課

題を自ら発見し，自らの意思や判断によっ

て積極的に課題解決へ向けて行動できる。 

与えられた課題に対して，自らの意思や判

断に基づいて，自分から積極的に課題解決

に向けて行動できる。 

与えられた課題に対して，適切な助言や支

援を受けながら，課題解決に向けて行動で

きる。 

調整力・協働力 

課題解決へ向けて様々な人の意見に耳を傾

けて合意形成を図り，相手の立場を尊重し

た上で適切に相互協力することができる。 

課題解決へ向けて，様々な人の意見に耳を

傾け，合意形成を図ろうとする。 

課題解決へ向けて，複数人で作業分担をし

た上で行動できる。 

 

【各教科における観点別評価と評定】 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
学習指導要領に示す 

目標や内容 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

各教科における 

観点別学習状況の評価の 

各観点および評価基準 

A・・・「十分満足できる」状況と判断されるもの    学習の実現状況（到達度） ６５％以上 

B・・・「おおむね満足できる」状況と判断されるもの  学習の実現状況（到達度） ４０％以上 ６５％未満 

C・・・「努力を要する」状況と判断されるもの     学習の実現状況（到達度） ４０％未満 

５・・・十分満足できるもののうち特に程度が高い 到達度平均 ８０％以上 

４・・・十分満足できる             到達度平均 ６５％以上 ８０％未満 

３・・・おおむね満足できる           到達度平均 ４０％以上 ６５％未満 

２・・・努力を要する              到達度平均 ２５％以上 ４０％未満 

１・・・単位修得不可              到達度平均 ２５％未満 

評定 

（３観点を総括） 


